
広島県防災情報システムと公共情報コモンズとのデータ連携について 

 

平成 23 年 10 月 19 日 

 広島県危機管理監危機管理課  

 

１ 広島県防災情報システムの一新（平成 24 年１月新システム稼動開始） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 公共情報コモンズとの連携（情報発信手段の拡充） 

広島県が，公共情報コモンズと連携し，各種情報伝達者の放送システム等に適したデータを

手動又は自動で伝達することによって，地域住民が，安心・安全に関わる情報をテレビ・ラジ

オ・携帯電話など様々なメディアを用いて入手可能とする。 

 

 

３ 広島県が公共情報コモンズに向けて発信する情報について 

 (1) 平成 24 年１月から発信する情報  

NO 情報内容 情報登録者 データ連携方式 

(1) 避難情報（準備・勧告・指示） 市町 自動連携 

(2) 避難所情報 市町  〝 

(3) 災害対策本部設置状況 県・市町  〝 

(4) その他お知らせ情報 県 手入力 

 

 (2) 平成 24 年１月からテスト運用する情報 

NO 情報内容 情報登録者 データ連携方式 

(1) 被害情報【テスト運用】 市町 自動連携 

 

 

県 民 

防災関係機関

 

 

災害情報の収集の迅速化 
・情報入力機能の改善 
・地図情報システムの導入 
・安否確認システム導入  

既存観測情報の更なる活用 
・雨量観測データの拡充 
・10 分間雨量のﾒｰﾙ通知 
新しい高精度情報の活用 
・X ﾊﾞﾝﾄﾞ MP ﾚｰﾀﾞの活用 

市町・ 

県職員等 

国交省 

気象庁 

雨量観測局 

等 

情報発信手段 
     の拡充 
・地デジの活用 

広島県防災情報システム 
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